
令和4年3月11日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活
用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。
２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかっ
た。
１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。
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１：
70％
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B

・「早寝・早起き・朝ごはん」月間は、
チェックシートを活用して各学年の傾
向を把握し、適切な睡眠時間や朝食
の大切さについて呼びかけている。
健康的な生活習慣と免疫力の関わり
も勘案して今後も啓発活動を継続し
ていく。

・区の研究発表推進校を受け、体育
の授業づくりについて研究を深めて
いる。授業アンケートでも運動の楽し
さを味わっている児童は非常に多
い。今後はさらに、学ぶ楽しさを味わ
いながら体力向上を目指し、生涯に
わたる豊かなスポーツライフの基礎
を培っていく。

1

保護者アンケートで「学
校は、教室や校舎内外
の環境を整備するなど
の子どもの安全確保の
ための取組を行ってい
る」の設問に対して「よ
く行っている」「行ってい
る」と回答した保護者
の割合

児童アンケートで「体育
の授業は楽しいと思い
ますか」の設問にたい
して肯定的な回答を選
んだ児童の割合

Ａ

2

児童アンケートで「勉強
することが楽しい」の設
問に対して「とても楽し
い」「楽しい」と回答した
児童の割合
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Ｂ

３：
80％
以上

２：
70％
以上

４：
90％
以上

４：
90％
以上

３：
80％
以上

２：
70％
以上

保護者アンケートで「学
校は「スクールサポート
にしろく」を活用し、授
業を支援したり環境を
整えたりするなど、子ど
もの育ちを支える仕組
みをつくっていますか」
の設問に対して「よくあ
てはまる」「あてはま
る」に回答した保護者
の割合

目標に対する成果指標

２：
70％
以上

４：
90％
以上
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2
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2

学校関係者記入欄
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2

令和３年度　大田区立西六郷小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

・児童一人一人の学ぶ意欲を高め確かな学力を定着させるために、学習規律を整えるとともに、ICTを活用するなど分かりやすい授業の実現を目指し、学校全体で日常的な授業改善に力を入れています。
・令和３・４年度大田区教育委員会教育研究推進校を受け、楽しさと学びのある体育学習について研究を深め、体力向上を図るとともに豊かなスポーツライフの実現に必要な資質や能力を育みます。
・「スクールサポートにしろく」と連携し、学校のニーズに合わせた授業補助や環境整備を行い、充実した教育活動を展開しています。
・感染症対策を講じたうえで学びとつながりを保障するため、縦割り班活動や音楽朝会などの業前・業間の教育活動も工夫して取り組んでいます。
・西六郷少年少女合唱団の発足の地であり、合唱部を中心に「歌声の響く学校」の伝統を継承し、児童・保護者・地域教職員にとって誇りに思える学校を創っています。

児童アンケートで「アド
バイスしたりはげました
りしてくれる友達がい
る」の設問に対して「と
くあてはまる」「あては
まる」に回答した児童
割合

7

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等をホー
ムページ等で公開及び更新することによ
り、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・校外学習や避難訓練、チーム集会
など各月の主な教育活動を、西六小
ホームページの「今日の西六」で紹介
している。感染症対策をしながらも
様々な行事に取り組んできたことを
振り返ることができる。

・スクールサポートにしろくの機能を
生かし、今年度は夏休みわくわくス
クールを８講座開設した。児童からは
たくさんの応募があったが、抽選に
よって、どの児童も１講座は体験する
ことができた。

・学校公開日にタブレット端末を持ち
帰らせ、学校と家庭とを双方向でつ
なぐオンライン授業を試行した。長期
休業中もタブレットを持ち帰り、家庭
学習に生かすようにしている。

　情報の共有を行うことができていると思う。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

2

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

3

３：
80％
以上

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

タブレット端末を家庭学習にも活用し、臨時
休業中においても家庭と連携しながら児童
の学びを保障する基盤をつくっている。

4

4

２：
70％
以上

１：
70％
未満

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

１：
70％
未満

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

3

3

3

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

3

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

児童一人一人が運動の楽しさを味わうこと
ができるよう体育の授業改善を進めてい
る。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

　宿題等、一所懸命取り組んでいる姿が見られるが、正しい言
葉を理解できていない。

・算数のドリル学習やステップ学習
は、プリントで行う形からタブレット端
末で行う形へデジタル化した。児童
は自分の学習のペースに合わせて
取り組むことができるようになった
が、タブレットの動作が重くなるという
課題も残った。現在は学校のネットの
環境が改善されてきているとのことな
ので、学年・学級間で情報を共有しな
がら活用を進めていく。
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Ａ
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Ｃ

Ｄ

4

１：
70％
未満

　全体的にコロナ禍で、児童の不安などがある中、教職員の
方々には、大変お世話になります。心のケアなど、よろしくお
願いいたします。

　間違った正義感、自分を守るために他を排除する行動、生
命に対する考えが欠けている子がいる。

　外で思い切り遊べない中、児童のストレスの行き場など、大
変だと思います。

　体を動かすのが好きな子どもたち。しかし、長期休みや休前
日は、生活が乱れている子が一部いる。

　四組の先生方は、瞬時の対応に、専門性と研修の成果が伺
える。

3

3

3

3

4

3

3

3

3

・学校生活調査で、児童のストレスの
状況などに心配な点がある場合やい
じめのアンケートで気になる回答が
ある場合には、担任が個別に話を聞
き、不安や悩みを一人で抱え込まな
いようにし、早期解決につながってい
る。

・生活指導上の課題については、毎
週の生活指導連絡会を通して情報を
共有し、教職員全体で見守るようにし
ている。担任だけで解決が困難な場
合には、サポートの体制をつくり、教
員が協力して問題の解決にあたるよ
うにしている。

・いじめの未然防止のための授業を、
道徳科や学級活動の時間に計画的
に行えるよう、年間指導計画の中に
きちんと位置づけるようにする。

3

3

4

・学習面や生活面で個別に支援が必
要な児童については、保護者と十分
に話し合いをもちながら、どのような
支援が適切かを校内委員会で話し
合っている。スクールカウンセラーや
サポートルームの担任とも意見を交
換し合うとともに、区の教育センター
とも連携して支援の在り方を見出す
ようにしている。

３：
80％
以上

２：
70％
以上

１：
70％
未満

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

児童アンケートで「すす
んで友達と考えを伝え
合ている」の設問に対
して「よくできている」
「できている」と回答し
た児童の割合

４：
90％
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

3

　タブレット端末が導入され、短い期間で仕上げていくのはと
ても大変だったと思う。教職員の皆様のご尽力に感謝いたし
ます。

　一部、伝えることができず、手が出てしまったり、言葉の正し
い意味を理解せず使っている子が多い。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：
80％
以上

Ｂ 3

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

2
１：
70％
未満

Ｄ 2

3

・一人１台のタブレット端末について
校内研修を行い、ドリル学習による基
礎・基本の定着や調べ学習、意見の
交流など、学年に応じた活用ができ
るようになってきた。今後は、タッチペ
ンの活用やタイピングのスキルなど、
低・中・高学年で身に付けさせたい力
を明確にして、授業のねらいに沿った
活用が、一層できるようにしていく。

・一校一取組については、２０分休み
の持久走タイムは奇数学年と偶数学
年を分けて実施するなど、密を避け
て行う工夫をして取り組んだ。感染症
対策のため、長縄のように例年通り
取り組めないものもあったので、身に
付けさせたい力を明確にしながら、取
り組み内容を工夫していく。また、体
力テストの結果から学年ごとの体力
面の課題をとらえ、体育の授業の中
で意図的に取り入れたい運動を計画
していく。
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